
 
 
 

日
下
村
井
上
家
文
書
『
役
印
記
』
に
み
る 

近
代
学
校
教
育
の
魁
、
正
法
寺
に
お
け
る
郷
学
校
設
立
の
経
緯 
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一
、
は
じ
め
に 

 

日
下
の
丹
波
神
社
前
を
西
に
下
っ
た
所
に
明
治
維
新
後
廃
寺

と
な
っ
た
正
法
寺
が
あ
っ
た
。
そ
の
正
法
寺
跡
に
「
正
法
寺
郷

学
校
跡
」
と
い
う
説
明
板
が
東
大
阪
市
に
よ
っ
て
平
成
十
四
年

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
日
下
村
に
お
け
る
郷

学
校
は
、
周
辺
六
ヶ
村
の
村
人
の
願
い
と
、
地
元
有
志
の
援
助

に
よ
り
、
明
治
四
年
五
月
に
東
大
阪
市
域
で
は
初
め
て
正
法
寺

に
開
設
さ
れ…

…

」
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現
在
、
明
治
以
来
の
「
第
三
の
教
育
改
革
」
が
謳
わ
れ
て
お

り
学
校
教
育
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
画
一
的
で
、

教
師
主
導
の
教
育
か
ら
、
子
ど
も
自
身
が
身
の
回
り
の
事
物
や

歴
史
に
問
い
か
け
見
つ
け
た
課
題
を
解
決
す
る
「
主
体
的
・
探

求
的
で
深
い
学
び
」、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

正
法
寺
に
お
け
る
郷
学
校
設
立
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
近
代

教
育
へ
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
「
教
育
」
の
あ

り
方
を
考
え
る
一
助
と
し
た
い
。 

 

二
．
堺
県
の
「
郷
学
校
」 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
、
堺
県
令
小
河
一
敏
に
代
っ

て
税
所
篤
が
就
任
す
る
と
、
河
内
国
三
ノ
瀬
村
（
現
東
大
阪
）

に
小
学
（
校
）
を
、
そ
し
て
、
堺
戎
ノ
町
の
天
神
社
に
新
し
く

郷
学
校
を
建
営
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
管
内
之
人
民

童
幼
二
不
限
有
志
之
面
々
者
貴
賎
之
無
別
入
学
執
行
井
入
寮
共

差
免
候
条
可
致
出
席
候
」
と
、
身
分
の
差
別
を
越
え
て
そ
の
入

学
を
奨
励
し
て
い
る
。
束
修
（
入
門
料
）・
謝
義
（
授
業
料
）
の

類
は
一
切
取
ら
な
い
と
し
、
ま
た
書
籍
類
を
所
持
し
な
い
者
に

は
官
本
を
貸
与
す
る
旨
が
記
さ
れ
、
寄
宿
舎
を
設
け
る
予
定
で

希
望
者
は
自
炊
承
知
の
上
入
学
す
る
こ
と
、
学
科
目
も
旧
い
郷

学
所
（
江
戸
後
期
の
民
間
人
に
よ
る
郷
学
校
）
時
代
の
国
学
中

心
の
教
学
的
性
格
の
も
の
を
離
れ
、
地
理
・
歴
史
・
修
身
・
書
・

数
な
ど
の
諸
学
科
が
加
わ
り
、
英
語
学
を
も
加
え
よ
う
と
し
た

開
明
主
義
的
な
傾
向
が
窺
わ
れ
た
。
郷
学
校
に
於
い
て
は
、
経

学
・
筆
道
・
数
学
の
三
科
目
を
教
授
す
る
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
頃
は
、
幼
年
成
人
の
別
な
く
、
同
一
教
育
を
実
施
し
よ
う
と

試
み
て
い
た
と
い
え
る
。 

天
神
社
内
の
郷
学
校
は
同
年
四
月
一
日
開
校
し
、
河
内
国
三

ノ
瀬
小
学
（
校
）
は
、
同
二
日
に
開
校
さ
れ
た
。（『
大
阪
府
教

育
百
年
史
』
第
一
巻
） 

 

三
．
正
法
寺
郷
学
校
の
開
設 

堺
県
に
よ
る
郷
学
校
の
広
汎
な
設
置
以
前
に
、
実
は
、
日
下

村
を
中
心
と
す
る
村
々
の
自
生
的
な
学
校
建
営
の
動
き
が
あ
っ

た
。
明
治
四
年
五
月
十
七
日
付
け
で
、
堺
県
学
校
掛
り
御
役
所

宛
て
に
、
生
駒
西
麓
の
河
州
河
内
郡
日
下
村
庄
屋
井
上
嘉
一
郎
、

芝
村
庄
屋
岩
崎
安
平
、
植
附
村
庄
屋
田
口
理
郎
、
神
並
村
庄
屋

山
中
与
次
平
、
喜
里
川
村
庄
屋
中
西
京
太
郎
、
六
万
寺
村
庄
屋

今
西
善
一
郎
連
名
で
郷
学
校
設
立
の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
に
は
、 

私
共
ま
で
入
門
を
お
許
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
有
難
い
こ
と

と
謝
意
を
示
し
な
が
ら
、「
何
分
行
程
相
隔 

且
農
隙
も
無
御
座

候
て
出
席
仕
兼
候
」
と
、
通
学
の
困
難
さ
を
訴
え
、「
日
下
村
正

法
寺
に
お
い
て
郷
学
校
取
建
申
度
候
」
と
あ
る
。 

そ
し
て
、
経
学
・
筆
道
・
数
学
の
三
科
目
を
指
導
す
る
教
授

を
準
備
し
て
い
る
旨
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堺
県

の
教
育
方
針
「
童
幼
ニ
不
限
有
志
之
面
々
者
貴
賎
之
無
別
」
に

即
し
て
、
願
書
に
は
「
尤
困
窮
之
小
児
引
立
之
儀
御
座
候
得
バ

無
益
之
費
等
之
様
賴
之
」
と
、
貧
困
家
庭
の
児
童
に
対
し
て
は

無
用
な
費
用
を
無
く
し
て
対
応
し
た
い
。（
資
料
①
） 

こ
の
「
願
書
」
の
「
何
分
行
程
相
隔
」
と
あ
る
の
は
、
明
治

維
新
に
よ
り
世
の
中
が
大
き
く
変
わ
り
清
新
な
気
風
が
あ
る
中

で
、
新
設
さ
れ
た
三
ノ
瀬
小
学
（
校
）
に
入
学
を
許
さ
れ
る
も

の
の
、
何
分
と
も
三
ノ
瀬
（
現
布
施
三
ノ
瀬
）
で
は
、
交
通
の

便
も
な
く
不
可
能
と
い
う
こ
と
。 

し
か
し
、
交
通
の
不
便
さ
だ
け
で
願
書
を
提
出
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
生
駒
山
西
麓
の
村
々
が
相
揃
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
西
麓
地
域
は
、
幕
末
期
の
寺
子
屋
で
の
庶
民
教
育

の
伝
統
が
あ
り
、
ま
た
、
上
田
秋
成
の
隠
棲
地
、「
棲
鶴
楼
」
の

文
人
達
の
文
芸
活
動
な
ど
地
域
の
文
化
度
の
高
さ
と
子
ど
も
へ

の
教
育
に
対
し
て
大
き
な
期
待
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
の
「
乍

恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
儒
道
の
指
導
は
藤
戸
一
郎
を
若
江
郡
菱
江
村
か
ら
、

数
学
は
東
儀
十
郎
を
茨
田
郡
諸
福
村
か
ら
招
い
て
い
る
。
ま
た

筆
道
は
少
し
遅
れ
て
明
治
四
年
五
月
晦
日
、
渋
川
郡
顕
証
寺
新

田
（
現
在
の
八
尾
市
久
宝
寺
）
帯
屋
庄
兵
衛
に
寄
宿
し
て
い
た

関
俊
作
を
招
い
た
。（
資
料
②
③
） 

日
下
村
の
正
法
寺
郷
学
校
は
、
こ
の
三
人
の
教
授
を
迎
え
五

月
廿
七
日
に
開
校
し
た
。
河
内
国
第
一
区
十
六
か
村
の
中
の
郷

学
校
で
あ
っ
た
。（
出
雲
井
、
吉
原
、
額
田
、
河
内
屋
南
新
田
、

日
下
、
善
根
寺
、
川
中
新
田
、
豊
浦
、
植
付
、
松
原
、
中
新
開
、

芝
神
並
，
神
並
、
芝
、
今
米
、
水
走
） 

六
月
に
は
、
和
泉
和
多
谷
上
村
と
鞍
作
村
に
郷
学
校
が
開
校



し
て
い
る
。
ま
た
、
四
条
村
往
生
院
に
お
い
て
人
倫
講
義
並
び

に
読
書
・
手
跡
・
算
術
な
ど
を
教
授
す
る
た
め
の
郷
学
校
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。（『
大
阪
府
教
育
百
年
史
』
第
一
巻
） 

同
年
九
月
七
日
、
教
授
両
人
、
東
儀
十
郎
、
藤
戸
一
郎
に
各

金
千
疋
（
弐
両
弐
分
）
と
、
生
徒
用
と
し
て
、
金
弐
千
疋
を
堺

県
知
事
よ
り
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
謹
請
書
を
、
明
治
四

年
九
月
二
日
と
七
日
付
け
で
、
日
下
村
庄
屋
井
上
嘉
一
郎
と
新

た
に
池
嶋
村
庄
屋
留
家
清
治
郎
名
で
出
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
④
） 

こ
の
よ
う
に
、
郷
学
校
を
新
設
し
て
庶
民
教
育
の
機
関
に
し

よ
う
と
す
る
動
き
は
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
堺
縣
内
の
河
泉
五

四
区
に
凡
そ
一
区
一
郷
学
の
割
で
開
校
し
た
。 

正
法
寺
に
お
け
る
郷
学
校
は
、
就
学
者
の
増
加
に
よ
り
校
舎

が
狭
く
な
り
、
明
治
五
年
六
月
に
出
雲
井
村
の
正
光
寺
に
一
部

が
分
離
し
、
七
月
に
は
黄
檗
伽
藍
、
瑞
雲
山
大
龍
寺
に
移
り
、

規
模
が
拡
大
さ
れ
た
。『
孔
舎
衙
小
学
校
沿
革
史
』
に
は
「
堺
県

令 

税
所
篤
自
ら
之
に
臨
み
、
一
路
を
賞
す
る
に
金
千
疋
を
以

て
す
。」
と
あ
る
。 

  

四
．「
学
制
発
布
」 

明
治
五
年
四
月
公
布
し
た
堺
県
市
郡
制
法
に
、「
学
校
を
建
て

る
は
教
化
を
盛
に
し､

人
材
を
教
育
す
る
た
め
で
、
人
々
が
心
を

色
々
な
日
新
の
学
に
用
い
知
識
を
世
界
に
求
め
る
な
ら
ば
日
々

智
を
増
し
、
器
は
巧
と
な
る…

略…

早
く
旧
慣
を
一
洗
し
将
来

の
有
益
を
察
し
て
お
の
お
の
そ
の
子
を
学
校
に
入
れ
て
教
育
を

加
へ
、
国
家
の
有
用
の
人
と
な
し
、
文
明
開
化
の
域
に
進
歩
す

る
よ
う
深
く
相
い
ま
し
む
べ
き
こ
と
」
と
記
し
、
各
村
々
に
就

学
を
促
し
た
。
ま
た
、
明
治
五
年
八
月
三
日
、
文
部
省
布
達
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
な
内
容
の
「
学
事
奨
励
に
開
す
る
被
仰
出
書
」

が
発
布
さ
れ
て
い
る
。 

「
人
々
皆
々
其
身
を
立
て
其
産
を
治
め
其
業
を
昌
に
し
て
、

以
て
其
生
を
遂
（
お
わ
）
る
ゆ
え
ん
の
も
の
は
他
な
し
、
身
を

修
め
智
を
開
き
才
芸
を
長
ず
る
に
よ
る
な
り
。
而
て
其
身
を
修

め
智
を
開
き
才
芸
を
長
ず
る
は
、
学
に
あ
ら
ざ
れ
ば
能
わ
ず
。

…

略…

自
今
以
後
一
般
の
人
民
（
華
子
族
卒
農
工
商
及
び
婦
女

子
）
必
ず
邑
（
む
ら
）
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
な

か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
。…

略…

と
し
、
長
い
間
、
封
建
社
会

が
続
い
て
き
た
日
本
に
あ
っ
て
、
身
分
の
差
別
な
く
、
男
女
の

区
別
な
く
、
日
本
全
国
の
村
々
、
各
家
々
の
す
べ
て
の
子
弟
に

就
学
さ
せ
る
」
こ
と
を
高
ら
か
に
謳
い
あ
げ
た
。 

ず
い
ぶ
ん
思
い
き
っ
た
布
告
で
あ
る
。
欧
米
の
学
校
制
度
を

学
ん
だ
新
政
府
の
意
気
込
み
が
伺
わ
れ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
布
告
の
後
文
で
は
、
子
ど
も
の
就
学
は
保
護

者
の
責
任
で
あ
る
と
し
、
学
校
の
設
立
資
金
は
殆
ど
村
や
有
志

者
に
、
就
学
経
費
は
保
護
者
に
負
担
さ
せ
た
出
発
だ
っ
た
。 

以
上
の
学
制
発
布
に
よ
り
、
堺
県
で
は
管
内
河
内
・
和
泉
の

両
国
を
三
中
学
区
（
第
十
六
、
十
七
、
十
八
）
に
設
立
す
る
こ

と
に
な
り
、
文
部
省
の
規
定
、
人
口
比
率
か
ら
い
う
と
三
中
学

区
で
は
七
三
三
の
小
学
（
校
）
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
農

村
疲
弊
の
た
め
不
可
能
で
あ
り
、
ま
ず
、
明
治
六
年
四
月
郷
学

校
を
改
め
て
小
学
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
一
区
一
郷
学
校
計
五
四

校
の
上
に
、
六
四
校
を
開
校
し
、
合
計
で
一
一
八
校
の
小
学
校

を
設
置
し
た(

『
大
阪
府
教
育
百
年
史
』
第
二
巻)

。 

明
治
六
年
四
月
、
第
三
大
学
区
一
八
中
学
区 

・
四
十
二
番
小
学
（
校
）
河
内
国
四
条
村 

校
区
と
し
て
、 

六
万
寺
村
、
五
条
村
、
喜
里
川
村
、
客
坊
村
、
出
雲
井
村

を
含
む
（
安
養
寺
に
仮
校
舎
） 

・
四
十
三
番
小
学
（
校
）
河
内
国
池
之
島
村 

校
区
と
し
て
は

横
小
路
を
含
む 

・
四
十
四
番
小
学
（
校
）
河
内
国
芝
村
（
石
切
）
校
区
と
し
て
、

植
付
村
、
額
田
村
、
善
根
寺
村
、
神
並
村
、
豊
浦
村
、
日

下
村
、
芝
神
並
村
を
含
ん
で
い
た
（
石
切
劔
箭
神
社
、
木

積
宅
に
校
舎
）。 

堺
県
は
、
五
十
校
の
増
校
計
画
実
施
前
に
明
治
六
年
五
月
、

「
学
区
取
締
」
を
任
命
す
る
と
と
も
に
、
各
村
々
の
戸
長
ら
に

対
し
て
小
学
校
建
営
を
督
励
さ
せ
る
よ
う
に
働
き
さ
せ
た
。 

河
内
国
二
十
六
番
（
雁
多
尾
畑
村
）
三
十
七
番
（
若
江
郡
八

尾
木
村
）
そ
し
て
、
四
十
番
か
ら
四
十
四
番
小
学
校
の
担
当
が

日
下
村
の
河
澄
雄
治
郎
で
あ
っ
た
。 

明
治
六
年
七
月
、
さ
ら
に
、
五
十
校
の
増
校
を
計
画
さ
れ
、

こ
の
時
に
豊
浦
、
光
乗
寺
に
百
四
番
小
学
（
校
）
が
設
立
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
孔
舎
衙
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
百
二
四
番
小

学
（
校
）
の
設
立
も
時
を
同
じ
く
し
て
い
る
。（
資
料
④
） 

小
学
校
数
は
同
年
末
に
は
二
百
二
校
と
な
っ
た
。 

明
治
七
年
に
は
二
六
九
校
に
増
加
し
、
八
月
に
は
客
坊
村
、

五
条
村
、
喜
里
川
村
、
出
雲
井
村
連
名
で
「
学
校
設
立
願
い
」

が
出
さ
れ
て
い
る
。
分
離
な
ど
も
あ
り
明
治
八
年
に
は
二
七
九

校
と
な
っ
た
が
、
当
初
の
予
定
数
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。 

明
治
八
年
五
月
の
布
達
に
よ
っ
て
、
校
名
を
従
来
の
番
号
を

廃
し
て
地
名
を
採
用
し
た
。 

明
治
八
年
七
月
三
日
。
日
下
村
、
善
根
寺
村
、
布
市
村
の
三

村
、
及
び
一
新
田
（
河
内
屋
南
）
之
に
同
意
し
て
日
下
村
の
地

番
三
九
八
番
の
一
と
二
の
借
地
に
新
校
舎
を
建
て
る
。
校
地
は
、

三
八
四
坪
、
校
舎
は
建
坪
七
二
坪
二
合
五
勺
、
そ
の
形
は
ほ
ぼ

凹
字
形
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
を
孔
舎
衙
小
学
校
の
創
立
と
し
て

い
る
。 

小
学
区
の
規
模
は
大
阪
府
・
堺
県
と
も
に
全
国
平
均
に
比
し

て
広
く
、
当
時
全
国
平
均
で
一
小
学
区
の
人
口
が
平
均
六
四
〇

人
で
あ
っ
た
が
、
十
年
現
在
で
は
大
阪
府
二
〇
七
五
人
堺
県=

二

二
四
人
で
あ
り
、
一
小
学
区
あ
た
り
の
小
学
校
数
も
全
国
平
均

の
○
・
四
八
に
対
し
て
、
大
阪
府
一
・
五
、
堺
県
一
・
○
と
な

っ
て
い
た
。 

学
校
施
設
は
、
明
治
九
年
の
調
査
に
よ
る
と
河
内
郡
九
校
の

内
、
寺
院
利
用
五
校
、
新
築
三
校
、
旧
民
家
利
用
は
一
校
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
小
学
校
は
、
地
元
の
有
志
者
の
財
政

的
援
助
に
依
る
面
が
極
め
て
大
き
く
援
助
・
支
援
が
な
け
れ
ば

学
校
教
育
が
維
持
で
き
な
か
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。 



ま
た
、
堺
県
で
は
小
学
校
建
営
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

も
の
の
、
初
期
は
小
学
の
み
で
課
業
内
容
は
、
ま
だ
ま
だ
郷
学

校
時
代
と
大
差
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
使
用
さ
れ
た
教

科
書
は
、
儒
教
関
係
の
古
典
や
文
明
開
化
の
影
響
も
あ
り
外
国

の
地
理
や
歴
史
の
本
も
採
り
入
れ
て
い
た
が
、
要
約
す
れ
ば
「
読

み
・
書
き
・
算
盤
」
の
域
を
出
な
か
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ

る
。 指

導
方
法
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
一
年
の
「
堺
県
下
等
小
学

授
業
法
」
か
ら
第
四
級
の
一
部
を
記
し
て
見
る
と
次
の
よ
う
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、
読
物 

五
十
音
図
に
て
其
の
呼
法
を
教
え
、
熟
す
る
の
後
、
子
・
母

音
及
び
行
・
列
の
区
別
等
を
教
へ
、
次
に
濁
音
・
半
濁
音
・
草

体
伊
呂
波
図
を
教
う
べ
し
、 

 
 
 

単
語
図
第
一
・
第
二
は
五
十
音
中
、
混
じ
易
き
音
の
区
別
を

明
瞭
に
示
す
者
な
る
故
、
糸
・
井
の
如
く
呼
法
を
比
較
し
て
教

え
、
次
に
第
三
よ
り
第
八
迄
順
次
に
之
を
教
う
べ
し
、（
略
） 

一
、
算
術 

筆
算
は
先
ず
懸
図
を
用
い
て
数
字
及
び
算
用
数
字
の
読
方
・

書
方
を
授
け
、
又
教
師
口
に
唱
え
生
徒
を
し
て
各
々
其
の
石 

盤
に
書
せ
し
め
、
次
に
算
術
書
巻
の
一
の
第
二
回
迄
を
教
う
べ

し
、
珠
算
は
珠
算
教
授
法
に
拠
り
布
算
法
を
授
く
、
加
算
九
々
・

減
算
九
々
を
授
く
る
は
先
ず
懸
図
を
用
い
て
教
え
、
習
熟
の
後

暗
唱
せ
し
む
、
又
算
盤
に
て
物
数
の
数
え
方
を
教
え
、
且
つ
加

算
九
々
・
減
算
九
々
を
証
明
す
べ
し
、 

一
、
習
字 

 
 
 
 
 
 
 

先
ず
石
筆
の
持
ち
方
を
教
え
、
生
徒
を
し
て
各
其
の
石
盤
上

に
縦
横
の
直
線
を
引
か
し
め
、
そ
の
中
に
五
十
音
正
・
草
と
順

字
に
字
形
を
正
し
く
書
す
る
を
教
え
、
熟
す
る
の
後
後
第
一
習

字
本
を
与
え
て
、
執
筆
法
及
び
運
筆
法
を
教
う
べ
し
（
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
に
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
学
校
教

育
に
も
連
綿
と
繋
が
る
教
師
主
導
型
の
画
一
的
な
「
教
え
込
む
」

授
業
の
原
型
が
み
ら
れ
る
。 

資
料
① 

 
 
 
 
 

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
州
河
内
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
下
村
庄
屋 

井
上
嘉
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芝
村
庄
屋 

岩
崎
安
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植
附
村
庄
屋 

田
口
理
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
並
村
庄
屋 

山
中
与
次
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
里
川
村
庄
屋 

中
西
宗
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
万
寺
村
庄
屋 

今
西
善
一
郎 

今
般
学
校
御
取
建
相
成
私
共
迄
入
門
御
差
許
被
下
置
、
難
有 

奉
存
候
、
昇
堂
之
上
御
教
導
奉
賴
度
候
ヘ
共
、
何
分
行
程
相 

且
農
隙
も
無
御
座
候
て
出
席
仕
兼
候
依
之
同
郡
日
下
村
正
法
寺 

に
お
い
て 

郷
学
校
取
建
申
度
候
間
乍
恐
此
段
奉
願
上
候
尤
儒
道
之
儀
ハ
同 

州
若
江
郡
菱
江
村
藤
戸
一
郎
数
学
同
州
茨
田
郡
諸
福
村 東

儀
十
郎 

右
弐
人
江
近
郷
村
々
切
望
之
者
ヘ
教
訓
相
賴
候
筆
道
之
儀
ハ
追 

て
善
師
を
相
撰
候
上
奉
願
上
度
尤
困
窮
之
小
児
引
立
之
儀
御
座 

候
得
バ
無
益
之
費
等
之
様
賴
之
私
共
ゟ
取
締
可
仕
候
尤
入

費
出
来
次
第
相
記
置
く
毎
月
入
用
高
相
認
メ
奉
差
上
候
右

願
之
通
御
許
容
被
爲
成
下
候
ハ
バ
難
有
仕
合
奉
存
候
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
四
辛
未
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

岩
崎
安
平 

 
 
 
 

五
年
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 

田
口
理
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
中
与
次
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
西
宗
太
郎 

今
西
善
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上
嘉
一
郎 

 
 
 
 

堺
縣
学
校
掛
り 

 
 
 
 
 
 

御
役
所 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

口
上
添
書 

前
書
郷
学
校
之
儀
愚
拙
共
江
相
談
有
之
儀
付
兼
々
学
校
相
開 

 
 

 

度
存
居
候
ヘ
共
読
書
算
愚
拙
共
に
て
教
訓
行
届
兼
候
段
奉
慙 

 

 

愧
恐
入
候
乍
去
学
校
御
段
候
得
バ
郷
中
童
幼
文
学
之
席
に
進

ざ
れ
ば
自
か
ら
五
倫
之
道
を
相
守
御
仁
政
之
御
趣
意
相
潤
御

仁
教
伏
せ
し
む
る
様
に
追
々
成
行
候
儀
と
愚
察
仕
候
間
私
共

倶
々
奉
願
上
候
尤
童
幼
引
立
迄
之
儀
御
座
候
ヘ
バ
入
門
料
或

ハ
束
脩
（
修
）
杯
と
唱
へ
候
謝
礼
等
申
請
間
敷
候
右
願
之
通

学
校
所
取
定
之
儀
御
許
容
被
成
下
候
ハ
バ
難
有
奉
存
候
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数
学 

 

東
儀
十
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

儒
道 

 

藤
戸
一
郎 

 
 
 
 
 
 

明
治
四
辛
未
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
年
十
七
日 

 

堺
縣
学
校
掛
り 

 
 
 
 
 

御
役
所 

資
料
② 

 
 
 
 

乍
恐
口
上
書 

 

一
．
五
月
十
五
日
河
州
河
内
郡
日
下
村
正
法
寺
ニ
お
い
て
小

学
校
取
建
申
度
段 

 
 
 

奉
願
上
候
処
御
許
容
ニ
相
成
難
有
仕
合
奉
存
候
則
当
月

廿
七
日
開
校
仕
候
付 

 
 

近
郷
村
々
童
幼
之
者
共
入
寮
い
た
し
由
教
導
仕
居
候
当
国

先
達
而
奉
願
上
候
通
筆
道
之
儀
ハ
善
師
無
御
座
候
ニ
付
此

度
当
国
渋
川
郡
顕
證
寺
新
田
帯
屋
庄
兵
衛
厄
介
関
俊
作
筆

学
相
賴
候
ニ
付
此
段 

 
 

御
届
ケ
奉
申
上
候
間
御
聞
済
被
爲
成
下
候
ハ
バ
三
師
共
相

揃
立
教
導
行
届
候
様
奉
存
候
間
御
縣
御
管
下
近
郷
之
小
児

共
入
寮
仕
候
様 

 
 

御
布
令
被
爲
成
下
候
ハ
バ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
以
上 

 
 
 

明
治
四
年
未
五
月
晦
日 

 
 
 

日
下
村
庄
屋 

 
 

堺
縣
学
校
掛
リ
御
役
所 

 
 
 
 
 

井
上
嘉
一
郎 



 
 
 
 

口
上
添
書 

 
 

此
度
河
内
郡
日
下
村
小
学
校
取
建
御
願
申
上
候
処
儒
学 

 
 

算
学
之
両
師
ハ
相
揃
罷
在
候
筆
学
方
之
師
無
御
座
候
ニ
付 

 
 

探
索
之
上
拙
者
ヘ
相
賴
耒
候
間
承
知
仕
候
右
ニ
付
然
ら
ば

出
精
教
導
仕
度
奉
存
候
ニ
付
此
段
御
届
申
上
候
御
聞
済
被

下
候
ハ
バ
難
有
仕
合
奉
存
候
以
上 

 
 
 

河
州
渋
川
郡
顕
證
寺
新
田 

 
 
 
 

明
治
四
未
年
五
月
晦
日 

 

帯
屋
庄
兵
衛
厄
介 

 
 
 

堺
縣
学
校
掛
り
御
役
所 

 
 
 
 
 
 
 

関
俊
作 

 

資
料
③ 

 
 
 
 

謹 

御 

請 

一
．
金
千
疋
（
弐
両
弐
分
） 

 
 
 

教
授 
両
人 

一
．
同
弐
千
疋 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
中 

 

右
ハ
此
度
厚
御
仁
愛
を
以
て
銘
々
江
御
施
投 

 

被
爲
下
置
候
旨
冥
加
至
極
難
有
頂
戴
仕
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
州
河
内
郡
日
下
村 

 
 

明
治
四
年
未
九
月
七
日 

 
 
 
 

小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
戸
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関 

俊
作 

 
 
 

堺
縣 

 
 
 
 
 

御
知
事
様 

 
 
 
 
 
 

庄
屋 

井
上
嘉
一
郎 

  
 
 
 
 
 

乍
恐
御
請 

一
．
御
知
事
様
此
度
学
校
御
巡
在
被
爲
遊
候
ニ
付
教
授
両
人
ヘ 

金
千
疋
被
下
難
有
頂
戴
仕
候
乍
恐
御
請
奉
差
上
候
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
州
河
内
郡
池
嶋
村 

 
 
 

明
治
四
辛
未
年 

 
 
 
 
 
 

庄
屋 

九
月
二
日 

 
 
 
 
 
 

留
家
清
治
郎 

 
 
 

堺
縣 

 
 
 
 

御
役
所 

 
 

資
料
④ 

 

（『
大
阪
府
教
育
百
年
史
』
第
二
巻
よ
り 

項
目
を
抜
粋
し
て
作
成
） 

  ≪

参
考
資
料≫

 

 

『
大
阪
府
教
育
百
年
史
』
第
一
巻
、
第
二
巻
（
資
料
編
） 

昭
和
四
六
年
三
月
三
十
日
刊 

 

明
治
初
年
か
ら
百
年
間
の
大
阪
府
下
の
学
校
教
育
全
般
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

学
校
教
育
黎
明
期
に
お
け
る
堺
県
令
の
教
育
方
針
や
そ
の
都

度
の
布
令
な
ど
資
料
的
に
も
良
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

郷
学
校
、
小
学
校
の
在
籍
数
や
教
員
数
。
教
育
内
容
、
生
徒
心

得
、
教
員
給
料
な
ど
も
詳
し
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 

  ≪

井
上
家
文
書
『
役
印
記
』
と
井
上
家
住
宅≫

 

日
下
村
庄
屋
筋
の
井
上
家
に
は
、
膨
大
な
古
文
書
や
図
書
が

残
さ
れ
て
お
り
、
東
大
阪
市
市
史
編
纂
室
が
編
集
し
た
『
井
上

家
文
書
目
録
』
が
平
成
七
年
に
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に

井
上
嘉
一
郎
が
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
以
降
、
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
に
至
る
ま
で
、
村
か
ら
お
上
に
差
し
出
さ
れ
た
文
書

の
控
書
が
『
役
印
記
』
で
あ
る
。
な
お
、
資
料
①
か
ら
資
料
③

の
解
読
に
は
大
東
道
雄
氏
の
協
力
を
得
た
。 

（
※
「
庄
屋
」
の
廃
止
は
明
治
五
年
十
月
。
明
治
十
一
年
郡
区

町
村
編
制
法
に
よ
り
戸
長
を
公
選
） 

『
役
印
記
』
資
料
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」 

 

東
大
阪
市
域
の
歴
史
や
文
化
を
考
え
た
と
き
、
井
上
家
古
文



書
、
図
書
、
書
状
な
ど
は
重
要
な
文
献
資
料
で
あ
る
が
、
考
古

学
的
に
も
重
要
な
遺
跡
の
一
つ
が
昭
和
四
十
七
年
指
定
の
「
国

史
跡
日
下
貝
塚
」
で
あ
る
。 

日
下
貝
塚
は
、
日
下
町
二
～
七
丁
目
に
わ
た
る
標
高
二
十
ｍ

前
後
の
扇
状
地
に
あ
り
、
縄
文
時
代
後
期
～
江
戸
時
代
の
複
合

遺
跡
で
も
あ
る
が
、
日
下
貝
塚
の
所
在
地
は
字
名
が
「
東
貝
畑
・

西
貝
畑
」
と
い
わ
れ
決
し
て
豊
か
な
土
壌
の
土
地
で
は
な
か
っ

た
そ
う
だ
。
そ
の
耕
作
地
の
貝
殻
が
「
セ
タ
シ
ジ
ミ
」
と
分
か

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
大
正
十
五
年(
一
九
二
六)

よ
り
昭
和
六
十
年

ま
で
十
三
次
に
わ
た
る
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
京
都
大

学
・
末
永
雅
雄
博
士
、
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
室
、
大
阪
府
、

東
大
阪
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
し
て
い
る
。 

遺
跡
の
概
要
は
、
土
拡
墓
、
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
、
縄
文
土

器
、
韓
式
系
土
器
、
馬
の
飼
育
に
必
須
の
製
塩
土
器
、
鏃
な
ど

の
石
器
、
動
物
遺
体
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
他
十
九
種
、
埋
葬
人
骨
三

十
一
体
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
骨
は
、
縄
文
時
代
の

葬
制
、
墓
制
、
風
習
な
ど
の
研
究
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
。 

遺
跡
か
ら
の
出
土
品
の
多
く
は
東
大
阪
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
井
上
家
の
家
人
が
発
掘
調
査

前
に
掘
ら
れ
た
品
を
、
許
可
を
得
て
保
管
さ
れ
た
き
た
。
土
間

に
は
磨
製
石
器
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石
鏃
、
突
端
文
の
あ
る
縄
文

土
器
な
ど
の
出
土
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
展
示
は
さ
れ
て
い

な
い
が
、
約
二
千
五
百
年
前
の
女
性
（
三
十
～
三
十
五
才
位
）

の
頭
骨
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

井
上
家
邸
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
日
下
貝
塚
遺
跡
出
土
品
を

見
る
に
つ
れ
て
、
現
在
の
急
激
な
地
球
温
暖
化
の
流
れ
の
中
で
、

海
抜
二
十
ｍ
前
後
の
高
さ
に
あ
る
貝
塚
遺
跡
が
、
海
抜
二
～
三

ｍ
当
時
と
同
じ
「
風
景
」
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
、
と

危
惧
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
温
暖
な
気
候
の
中
、

豊
か
に
生
き
て
い
た
縄
文
の
女
性
頭
骨
か
ら
は
、
現
代
に
生
き

る
我
々
へ
の
警
鐘
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。 

こ
の
日
下
貝
塚
遺
跡
が
再
び
注
目
さ
れ
た
の
は
、
平
成
三
十

年
一
月
十
日

付
け
の
全
国

紙
に
、「
昭
和

四
十
一
年
に

完
全
な
形
で

出
土
し
、古
墳

時
代
の
馬
の

全
身
骨
格
が

わ
か
る
唯
一

の
例
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。

こ
の
馬
は
骨

格
な
ど
か
ら

十
二
歳
前
後

の
牡
馬
で
体
高
約
百
三
十
㎝
の
蒙
古
系
の
中
型
馬
に
属
す
る
と

鑑
定
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
埋
葬
さ
れ
て
い
た
土
器
の
年
代
か

ら
五
世
紀
後
半
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。…

こ
の
馬
の
骨
を
放
射

性
炭
素
年
代
測
定
の
結
果
、
馬
は
四
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
中
頃

の
間
に
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。」
と
報
道
さ
れ
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
三
百
年
代
後
半
に
は
生
駒
西
麓
一
帯
で
馬

の
飼
育
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
充
分
に
考
え
ら
れ
、
古

代
王
権
と
の
繋
が
り
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
郷
土
博
物
館
付

近
に
、
字
名
「
馬
ハ
ギ
」
が
あ
る
。 

ま
た
、『
日
本
書
紀
』
継
体
紀
元
年
の
条
に
は
「
河
内
馬
飼
首

荒
籠
」、
二
十
四
年
条
の
河
内
馬
飼
首
母
樹
御
狩
（
お
も
の
き
み

か
り
・
母
樹
＝
東
大
阪
市
豊
浦
）、
河
内
馬
飼
首
押
勝
の
名
も
あ

る
。
河
内
国
河
内
郡
の
大
領
河
内
直
の
氏
寺
・
河
内
寺
廃
寺
跡

付
近
は
、
河
内
馬
飼
部
の
一
族
、
河
内
漢
直
・
河
内
漢
人
、
河

内
馬
飼
造
・
河
内
連
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ヤ
マ
ト
王
権

に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
隅
田
八

幡
神
社
所
蔵
の
国
宝
『
人
物
画
像
鏡
』
の
金
石
文
、
四
十
八
字

の
中
の
「
男
弟
王
（
継
体
大
王
か
）」「
開
中
費
直
（
か
わ
ち
の

あ
た
い
）」
と
繋
が
っ
て
く
る
。 

日
下
貝
塚
遺
跡
出
土
品
の
展
示
棚
が
あ
る
井
上
家
住
宅
は
、

最
近
で
は
見
か
け
な
く
な
っ
た
大
和
棟
・
箱
棟
造
り
で
大
黒
柱

に
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
祈
祷
札
あ
り
。
当
家
の
天
保
年

間
の
古
図
と
比
較
対
照
す
れ
ば
、
屋
敷
構
え
主
屋
門
が
よ
く
残

存
し
て
お
り
土
間
部
分
は
原
形
を
残
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
に

大
き
く
改
造
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
土
間
と
居
室
境
に
三
本
溝
の

差
鴨
居
に
戸
袋
、
元
納
戸
（
な
ん
ど
）
廻
り
に
閉
鎖
性
の
強
い

こ
と
か
ら
、
建
築
は
十
七
世
紀
迄
遡
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。 

庭
に
は
、
辰
巳
井
戸
が
掘
ら
れ
、
秋
楡
（
に
れ
）
が
大
き
く

枝
葉
を
伸
ば
し
て
い
る
。
間
取
り
で
は
、
民
家
に
は
非
常
に
珍

し
い
武
者
隠
し
（
二
帖
半
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
竃
（
か
ま

ど
）
に
は
「
へ
っ
つ
い
さ
ん
」
と
、
呼
ぶ
三
宝
荒
神
が
祀
ら
れ
、

他
に
、
制
札
、
定
、
火
打
ち
箱
、
網
行
燈
、
時
香
盤
な
ど
多
種

多
様
な
民
具
を
所
蔵
し
て
お
り
、
古
民
具
・
民
家
愛
好
家
や
、

近
隣
小
学
校
の
子

ど
も
達
が
郷
土
の

歴
史
を
学
ぶ
た
め

の
格
好
の
場
所
と

な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
井
上
家
屋

敷
周
辺
に
は
、
大
阪

府
の
天
然
記
念
物

「
枚
岡
の
原
始
蓮
」

と
同
種
の
蓮
の
栽

培
池
と
古
代
種
・
稲

田
桃
の
栽
培
地
が

広
が
っ
て
い
る
。 

（
東
大
阪
文
化
財
を
学
ぶ
会
） 

 
 


